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Tinincanned fruits was analyzed polarographica11yatmonthlyintervalsandwas found  

to gradually increase with storage time up to 

142ppmin canned mandarineorange，   

114 〝in J／ fruit salad，   

129 〝 in u fruit＝mitsumame‖  

and 92〝in 〝  plneapple julCe  

after12months．  

要  

ポーラログラフ法により．果実類缶詰中の含量を経時的に測定した結果，オレンジジュース缶  

詰と剛鼠 貯蔵日数と共に漸増し，一ケ年後の測定値は，   

みかん缶詰  142ppm  

フルーツサラダ缶詰  114ppm  

フルーツ蜜豆缶詰  129ppm   

パイナップルジュース缶詰  92ppm  

であった．  

1．緒  

缶詰の容器は・薄鋼板にスズをメッキして出来たブリキ板を成型し，これに天地を巻締したも  

のである．  

従って，果実類のように，有樺酸其他酸化性物質そ今んだ内容物を缶詰とした場合は，当然ス  

ズが内容食品中に溶出して来ることは既報（註1）でも明らかそある．  
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従って，缶詰食品中のスズの含量は，内容食品の轟類，缶材の仕用，加工技術と同掛こ製造後  

の経時変化を明らかにする必要がある．   

本朝では，上記の条件に留意して果実類缶詰申最も生産量の多いみかん缶諷 フルーツサラ  

ダ缶詰，フルーツ蜜豆缶詰及び補足的に入手したパイナップルジュース缶詰について，一ケ年間  

の間に五って貯蔵し，逐次開缶し検討を加えた結果を報告する．  

2．試  料  

各種缶詰共，同一ロットの製缶工場での履歴の保証された空缶を，缶詰加工工場へ提出し，果  

実類缶詰の製造シーズンに製造ラインを通して試作された缶詰を．当研究室内に常温で貯蔵を続  

lブた試料である．  

3．分析機蕃  

試料の分解には，島汚MP－6型親電対付電気炉を使用し，スズの測定匿は，柳本PA－201型  

ポーラログラフ分析機を用い，酸素の測定には，島津自動電位滴定襲置を，其他．カラス電極  

pHメーター，屈折視皮塑糖度計を使用した．  

4．試  薬  

使用試薬はすペて，試薬特級品を用い，詭製後ポーラログラフ分析を行って，スズ披の不検出  

及び妨害披の不検出を確認した．   

1．塩酸（1＋1）  

2．1％塩酸ヒドロキシルアミン液  

3．スズ用支持電解液  

2M塩酸と2M塩化アンモ土ウム液との等容量混合液．  

4．標準スズ液  

金罵スズ0．1gを清秤し，塩酸に溶解せしめた後，水を加えて100mlとし，此れを鹿渡液  

として，次後スズ用支持電解液を加えてスズの潰皮を稀釈し，スズの150pp111，120pp叫  

100ppm”・・・・20ppmのスズの標準液を調製する．  

Tablel． Cut・Out teSt Of various cans  
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5．測定結果   

1．一般分析   

供試申請の一般分析値其他をTablelに示す．  

2．スズの測定及びその結果  

供試料を全量ミキサーで均質化し，これよりJIS－K250硬質ビーカー50ml用申に20．Og  

秤敬する．次に試料入ビーカーを赤外ランプを表面より照射して充分に炭化せしめる．   

次に550qC以下の電気炉申で灰化する．   

次に灰化試料に塩酸（1＋1）5ml，及び塩酸ヒドロキシルアミン液5nllをそれぞれ添加し，  

時計皿で覆い温浸し，凝後に1000c以下で蒸発乾宿する．   

次に前処理完了試料のど－カー中にスズ用支持電解液をホールピペットを用いて，20ml添加  

し，時計皿で覆い，一夜（約8時間）放置乳小かく幹樺でかく押し，静置綾上澄液につい  

て，ポーラログラフを求めその結果をTable2～Table5に示した．  

Tat）1e2．Tin contenlsincanned orange  

Table3．Tin contentsin canned frlIit salad  

Table4． Tin contentsin⊂anned fruit山mitsu111ame”  
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Table5．T；n contentsin canned pineapple juice  n＝5  

6．結  語   

果実類缶詰中のスズの含量を一年間に亙りポーラログラフ法により測定した結果，既報オレン  

ジジュー ス缶詰申のスズの含量（註1）と同様に，経時的に増加し，－ケ年後のそれぞれのスズ  

の含量は，  

みかん缶詰  142pp111  

フルーツサラダ缶詰  114ppm  

フルツ蜜豆缶請  129ppm  

パイナップルジュース缶詰  92ppm  

であった．  
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